
阪神・淡路大震災は，破壊と絶望のなかから人間

への信頼と共感による多くの市民の自発的活動を生

みだした。震災後７年を経過した現在，多様で創造

的なボランティア活動は，その活動の深さと広がり

を一層拡大し，われわれに共感と連帯に基づく「か

くあるべき社会」の誕生を予感させてきている。

ボランティアの魅力とその力の源から創りだせる

新しい社会関係を，私のささやかな体験と金子郁容，

花崎皐平，高史明の考え方から探ってみよう。

私は，ある日視力障害者から「地下鉄の駅までつ

れていってほしい」と声をかけられ，駅まで案内し

た。その人の感謝の言葉を受け取り，自分の行動に

ささやかな自己満足を覚えてその日は終わった。

しかし次の日には，「果して駅の改札口まででよ

かったのだろうか。プラットホームまでではなかっ

たのか。否，電車に乗るところまで必要ではなかっ

たのか」と次から次へと自分のとった行動の妥当性

をグズグズと考えてしまった。

しかし，不思議なことに「これからも，できれば

頼まれなくても自ら積極的に声をかけ案内しよう」

という思いになっていた。

私は，他人から自分の行動を非難・攻撃されるこ

とからではなく，「自分の自発的な行動が自分に返

ってきて自分自身を問うことになるところにある」

とする金子の「自発性のパラドックス」の渦中に自

らを投げ込み，なにをどこまでどのようにするかを

すべて自分で決めなければならないボランティアの

「つらさ」をわずかでも体験することになった。

金子は，ボランティアとして「なにをどこまでど

のようにするか」の決定を，「外にある権威」によ

って正当化できるいわば「保護の外套」を脱いでし

まうところにその「つらさ」の原因をみている。金

子は，相手へのかかわり方を自ら選択する「ひ弱い」

「傷つきやすい」「他から攻撃を受けやすい」状態に

ボランティアの魅力とその力の源を見い出す。

花崎は，「だれもが人を傷つけ，人に傷つけられ

る可能性を逃れられない」現代の支配的な人と人と

の関係性を克服する萌芽を，金子の「ひ弱く傷つき

やすく他から攻撃を受けやすいボランティアの選

択」に見い出している。このボランティアの相手へ

のかかわり方の選択が創りだす人と人との関係性

を，他者から力をもらい元気づけられ，自分自身が

ひろがる相互依存関係における授受の関係を紡ぎだ

す過程と位置づけ，「社会的な人と人との関係にお

けるアイデンティティと共生の文化・倫理をどう築

くか」の課題に対する１つの回答と，花崎は考えて

いる。

私たちは，この関係性の克服の出発点に花崎の言

う「われわれは，悪と加害への可能性に絡みつかれ

た危うい存在であるという自己把握とお互いにそう

だという共感に基づく同等の意識」を置く。

そのうえで，私たちは，自分の身近なところでさ

まざまな問題をもって苦しんでいる人達とその問題

の一部として存在する自分を認識し，相手へのかか

わり方を自ら選択し，支え合い，具体的な行動を通

じて人と人が繋がっていく場を構築する。

私たちは，こうしたわれわれの生活のあり方を変

える具体的な行動を通じて，高の言う「人間が人間

として存在するための本質的な優しさ」を人と人と

の結合原理とする「希望を紡ぎあう」新しい社会関

係を，創りだせるのではないだろうか。
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